
10
Cover Design 
Favorite Graphics Inc.
Cover Photo 
TOMO HASEGAWA
©WORLD PHOTO PRESS 2015

※本文中の価格は消費税込みの
総額表示です。

2015.Oct.
No.475

C O N T E N T S

GAME OVER THE TOP
USシューティングライフ！　●鮫島宗貴 
ミリタリー雑学講座 
読んで覚える　TakuのHOW TO Shooting　射撃のススメ
トイガンズ・ジャンクション
ブラックホール 
バックナンバーリスト 
ミリタリー・コレクション
レア・ミリタリー・テクノロジー 
A STITCH IN TIME
死ななきゃ食える！　救荒食指南
狩野健一郎のシネマ放浪記
狩野健一郎の新作DVD紹介
蛙のゆびさき（中山 蛙）
戦車兵通信　WORLD OF TANKS
コンバットマガジン・インフォメーション・センター
読者プレゼント応募方法
編集後記

097
100
102
106
108
158
161
162
164
166
167
168
169
170
172
174
175
176

PRESENT096

COMBAT FRONT LINE004

Goods ＆ Accessory064

サーいじ技研084

中田商店グッズ184

S＆Grafグッズ186

PROJECT　NINJA120
●morizo（東京装備BAKA）

114 FEAR NOT THE DARK……
Power of Light

act011　戦場帰りの冒険ライト/パート2　
E1DL DEFENDER ULTRA
●Photo & Text Tomo Hasegawa

SURE FIRE

兵装嗜癖
●by Fujiwara

124

マッドマックス・コンベンション2015
●Photos＆Text by TOMO HASEGAWA

132

スタッフ通信 from Knife Magazine Staff 142

078
080

WA 　ムービーガン・シリーズ 
タナカ　S&W M360 Sc .357MAGNUM &
　　　　S&W M360 PD .357MAGNUM

トイガンニュース078

陸上自衛隊 いまとむかし
【第1特集／自衛隊】

エングレーバー 星山文隆138
●写真・文：圷正史

008
●取材：菊池雅之
多国間PKO訓練 カーンクエスト Part2

024 HELIKON-TEX
最新タクティカルギア 

【第2特集／ミリタリー】

●Photos＆Text by Tomo Hasegawa

012
●Text ＆ Photos by K.Numata

警察予備隊から保安隊へ 
陸上自衛隊誕生60年　前篇

058
●Photos＆Text by Robert Bruce ●Translation by Yu P. Eiwaikee

ドイツ連邦軍の新型汎用機関銃
HK121/MG5　実弾射撃 

085
●解説：菊月俊之

Militaria Roundup!
WWⅡドイツ海軍ユニフォーム Part.3

036
●Photos ＆ Text by SHOTGUN MARCY

WESTERN ARMS
M16 FULL METAL CUSTOM　M16米海兵隊モデル

042
●Photos ＆ Text by SHOTGUN MARCY

WESTERN ARMS
COLT COMBAT COMANDER RAIL GUN 

068
●fujiwara

NEW　GENERATION　STYLER
西側 '90年代装備オンリーサバゲー

126
●Photos＆Text by Taku
第25回　APS CUP

030
電動コンパクトマシンガン シリーズ 
【第３特集／トイガン＆サバゲ】

●Photos＆Text by Taku

東京マルイ

048
夏の緊急企画　2015年後半から流行る現用装備アイテムを紹介！
●解説：松原隆 ●撮影：山崎 学

The Equipments of the U.S. Force
［現用米軍装備カタログ］  

●取材：菊池雅之
自衛隊の力こぶ　新隊員教育020

137

118

取材：上矢ゆい

走って撃って楽しんで
サバゲ放浪記 ゆい散歩 其の11　岡山編

2 3



校了ノンブル 校了ノンブル

印確
認印ネーム・体裁確認 印画像確認

駐在チェックWPPチェック



校了ノンブル 校了ノンブル

印確
認印ネーム・体裁確認 印画像確認

駐在チェックWPPチェック



校了ノンブル 校了ノンブル

印確
認印ネーム・体裁確認 印画像確認

駐在チェックWPPチェック



31

　コンパクトなボディに搭載された
高性能なメカで抜群の命中精度を実
現した東京マルイの電動コンパクト
マシンガン シリーズがリニューア
ルされた。
　従来モデルでは7.2Vマイクロバ
ッテリーEXを使用していたが、高
性能なニッケル水素バッテリーへの
登場に伴い、東京マルイでもニッカ
ドバッテリーの生産を取りやめ、ニ
ッケル水素バッテリーへと切り替え
た。これにより従来のバッテリーセ
ットモデルは廃盤。バッテリー別売
りの本体のみでのリニューアル販売
となったのである。
　リニューアルモデルの作動には、
電動ハンドガン用の7.2Vニッケル
水素マイクロ500バッテリーを使用
する。このバッテリーは、ハンドガ
ン用のため従来品に比べて小さいの
だが、そこは東京マルイ抜かりはな
い。専用のアダプター「7.2Vマイ
クロ500バッテリーEX変換アダプ
ター」を装着する事で問題なく使用
が可能となる。この専用アダプター
は本体とセットになっているので、
購入の際はバッテリーと専用充電器
を購入すればすぐに楽しめる。もち
ろん、このアダプターは別売（734
円）も行なっているので、従来モデ
ルを持っているユーザーもこれを手

電動コンパクトマシンガン シリーズが電動コンパクトマシンガン シリーズが
装いも新たにリニューアル!!装いも新たにリニューアル!!

TOKYO MARUI ●東京マルイ ☎ 03-3605-3312　
http://www.tokyo-marui.co.jp/
●Photos & Text by Taku

電動コンパクトマシンガン シリーズ

ちょっと大きめのハンドガンよりも小
さなサブマシンガンがVz61 スコー
ピオンだ。ハンドガンにフルオート機
能のついたモデル以外では最も小さな
サブマシンガンと言えるだろう。

Vz61スコーピオンはグリップ下部のフタを取り外し
てバッテリー交換を行なう。3モデルの中で最もバッ
テリー交換がしやすい。

Vz61 スコーピオン 本体セット
●全長：270㎜/522㎜（ストック伸長時）
●重量：1110g
●装弾数：58発
●価格：24,624円

Vz61 SCORPION
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WA FULL METAL CUSTOM
M16米海兵隊モデル

●ウエスタン アームズ　☎03-3407-5922 　http//www.wa-gunnet.co.jp
http//www.wa-gunnet.●Photos & Text by SHOTGUN MARCY

レール・ナンバーをマークしたナイツM5タイプの
RASを装備。切削加工で仕上げられた高級パーツだ。

彫刻機で刻印を刻んだWAの
M16米海兵隊モデル。ミリ
タリー仕様のマーキングが小
さな文字にいたるまでシャー
プに再現されている。

　最前線の緊迫感と残酷さを浮き彫
りにして、大ヒットを飛ばした『ア
メリカン・スナイパー』（日本公開
2015年）。装備関係の正確さ、重み
のあるドラマなど、クリント・イー
ストウッド監督ならではの現実感
が、スクリーンに映し出されていた。
　そんな傑作アクション・ムービー
のイメージを、世界トップクラスの
リコイルショックと、スムーズな作
動を誇る、M4A1フルメタル・カス
タムをベースに再現したのが、ウエ
スタン アームズ（以下：WAの）
「アメリカン・スナイパーVer.」。ナ
イツ・タイプのRASはもちろん、
ナイツ・タイプのQD（クイック・
デタッチャブル）サイレンサーとフ
ラッシュハイダー、クレーン・タイ
プのバットストック、エイムポイ
ントM2タイプのポイント・サイト
とLMTタイプのリアサイトなど、
SEALSのスナイパーが、ボルトア

迫力の外観で登場した
M16米海兵隊モデル

クションライフルと同時に携行する
戦闘用M4A1を、正確にモデルアッ
プして好評を博している。そして今
月は、M16A4のアメリカン・スナ
イパーVer.と言える“M16米海兵
隊モデル”が登場した。このモデル
も、映画『アメリカン・スナイパー』
に、多数登場する現用の米海兵隊型
M16だ。
　言うまでもなく、ベースは金属音
を響かせる操作感がリアルな、M16
系フルメタル・カスタム。ハンドガ
ードは、WA M4/M16シリーズ初
登場の、ナイツ・タイプのM5ライ
フルRASを組み合わせている。
　ナイツM5ライフルRASは、先端
部分側面を削り取っているのが大き
な特徴。アンダー・ハンドガードを
外し、QD仕様のM203グレネード
ランチャーをセットするためのデザ
インだ。アンダー・ハンドガード内
部には、削り取ったアッパー・ハン
ドガードの窓をカバーするための樹
脂パーツと、アルミ製のヒート・シ
ールドがセットされている。



　ドイツにおいて70年以上もの長き
に渡り運用され続けた機関銃、その
初期には「MG42」と呼ばれ、第２
次世界大戦後に「MG3」と呼ばれた
傑作機関銃も、ついにより効果的な
設計のなされた新型機関銃にその座
を譲る事になった。
　ラインメタル社の送り出したあま
たの「軍馬」の中でも最古参となって

いたMG34/MG3は、製造コストの低
さ、操作の簡便さ、野戦での蛮用に耐
える頑丈さ、1,000rpm（毎分1,000
発）以上という世界最高レベルの発射
速度を誇る一方、現代的な照準システ
ムを搭載する余地が無い、現代的な意
味での「汎用」化が難しいなどの問題
もあり、新たな（現代的な意味での）
汎用機関銃と比較すると不利な点が

色々と指摘されていた。その不利は
1950年代にはすでに少しずつ判明し
ていた。現にNATO諸国は1960年代
以降、FN社のMAG58（FN-MAG）
をかなり広く採用している。アメリカ
軍が採用しているM240シリーズも、
アメリカ版MAGみたいなものである。
　ベルギーのMAGはドイツのMG3
と比べて特別軽いというわけではな

いが、モジュール化された構造を持
ち、歩兵用機関銃や車載機関銃、舟
艇搭載、大口径砲の同軸機関銃、無
人ターレット機関銃など様々なタイ
プに転用が可能という利点がある。
　なら、ドイツもMAGを採用すれば？
　当然彼らは、より良いものを開発
する事にした。

「インファンテリスト・デア・
ヅクンフト」

　地元ドイツのHK社（ドイツ国内で
はヘックラー・ウント・コッホ社）
によって開発されたHK121/MG5
は、ブンデスヴェーア（ドイツ連邦

軍）の「インファンテリスト・デア・
ヅクンフト（未来歩兵）」計画の一環
として生まれたものである。直訳す
れば「未来の兵士」計画、アメリカ
における「フューチャー・フォース・
ウォリアー」計画とほぼ同じ意味の
計画名で、その目的も同じである。
　この計画の過程で、HK社は既に新
型5.56㎜口径SAW（分隊支援火器）
のMG4が制式採用された（訳注：
MG4は初期には「MG43」と呼称さ
れていたもので、これも元々は「MG3
の転換計画」のひとつだった。制式
採用小銃が7.62㎜口径のG3から
5.56㎜口径のG36シリーズに転換さ
れた結果、MG3とG36の間に弾薬互

換性が無くなったのにそのままにな
っていたたため、口径統一の観点か
ら計画されたものである）。
　MG4は2004年からアフガニスタ
ンに展開するドイツ兵たちによって
運用され、その使い潰しの良さ、精
度、取り回しの良さ、モジュール構
造などは好評だった。ただふたつの
問題が指摘された。
●5.56㎜口径弾の射程不足：タリバ
ンとの射撃戦の多くが長射程で行な
われたため、MG4はしばしば射程不
足のため効果的に運用できなかった。
●これを補うはずの旧来からの7.62
㎜口径のMG3は良い機関銃ではあ
るが、もはや充分とは言えない。

ドイツ連邦軍の新型ウニヴァーザルマシーネンゲヴェーア（汎用機関銃）

HK121/MG5
実弾射撃

●Photos＆Text by Robert Bruce（USA Military Affairs Editor）
●Translation by Yu P. Eiwaikee

『ドイツ連邦軍の7.62㎜口径MG3汎用機関銃の後継として、この21世紀の現代的なデザインはHK121
として知られるものである。2013年6月、このモデルはドイツ地上部隊によって選定され、新たに「MG5」
と制式化された。MG5はベルト装弾式火器の新世代を切り拓くものである。』──HKの告知資料より

HK121/MG5（ウニウァーザル・モデール）
●製造：H&K社(ドイツ本社)
●口径：7.62×51NATO（全てのNATO標準仕様カートリッジ）
●動作方式：ロングストローク・ガス・ピストン方式
●閉塞方式：ローテーティング・ボルト／オープン・ボルト方式
●装填：ベルト装弾、左側のみM13リンク(旧式のDM1リンクにも対応)
●排莢：カートリッジ下方排出、リンク右方排出
●射撃方式：フルオートマチックのみ
●ボルト回転率：毎分600/700/800発に調整可能
●重量：オプションなし、弾薬なしで24.69ポンド(11.2㎏)
●全長：標準バレルと固定ストック装備状態で45.7インチ(1,160㎜)
●照準装置：ダイオプター・サイトもしくはピカティニーレイル上へ各種照準装置を搭載可能
●最大有効射程：600m（バイポッド利用時）もしくは1,200m（マウント利用時）
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2010年9月2日、アフガニスタン──分隊支援火器として2005年に採用されたMG4を構えるドイツ兵。MG4は5.56㎜
NATO弾で軽量だが、アフガンでしばしば起こる長距離射撃戦では射程・精度の不足があり、こういった状況下では、よ
り大口径で射程の長いMG5のような機関銃へと転換されることになった。〔Photo：Offi  cial Medien Bundeswehr〕 標準的なHK121U（550㎜銃身、

遮熱ジャケット付きモデル）、ツ
ァイスZO4×30i照準器、フェ
ルドラフェッテ（トライポッド）
の組み合わせ。ラフェッテを使っ
て安定させれば有効射程は1㎞以
上にまで伸ばす事ができる。
〔Photo：HK〕

HK121/MG5I（歩兵モデル）で
は銃身はショートモデル（460
㎜で遮熱ジャケット無し）となる。
また必要に応じてグリップ・ポッ
ドのようなバーティカルグリップ
などを装備する。ピカティニーレ
イルが多数備えられるようになっ
たため、従来のMG3では困難だ
った各種オプションの追加装備が
容易になった。〔Photo：HK〕
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